
<翻

訳
>

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン

⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜

（
N
JW
2014,1047-1052)

田

處

博

之
（
訳
)

〔
訳
者
は
し
が
き
〕

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
法
律
雑
誌
N
eue
Juristische
W
ochenschriftに
一
昨
年
掲
載
さ
れ
た
標
記
の
論
説(1
)を
邦
訳
す
る
も

の
で
あ
る(2
)。

不
動
産
に
つ
い
て
所
有
権
放
棄
が
可
能
か
ど
う
か(3
)は
、
わ
が
民
法
に
規
定
が
な
く(4
)、
そ
う
し
た
な
か
で
裁
判
例
や
学
説
が
不
動
産
所
有

権
の
放
棄
の
可
否
（
や
そ
の
周
辺
問
題
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
か
、
わ
が
国
の
法
状
況
に
つ
い
て
訳
者
は
す
で
に

概
観
し
た
こ
と
が
あ
る(5
)。
わ
が
国
で
不
動
産
所
有
権
の
放
棄
が
可
能
か
ど
う
か
、
な
お
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
は
あ
る
が
、
一
般
論
と
し

て
お
よ
そ
不
動
産
所
有
権
の
放
棄
は
許
さ
れ
な
い
、
と
み
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
不
動
産
所
有
権
の
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放
棄
は
、
許
さ
れ
る
の
が
基
本
と
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
要
件
の
も
と
で
許
さ
れ
る
の
か
（
逆
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
は
不
動
産

所
有
権
の
放
棄
は
許
さ
れ
な
い
の
か
）、
ま
た
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
手
続
に
よ
り
不
動
産
所
有
権
を
放
棄
で
き
る
の
か
、
の
問
題
と
な
っ

て
く
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
―
わ
が
国
に
お
け
る
と
異
な
り
―
、
民
法
（
BürgerlichesGesetzbuch.以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
表
記

す
る
。）
に
所
有
権
放
棄
に
つ
い
て
明
文
規
定
が
置
か
れ
て
い
て
、
所
有
権
放
棄
が
（
土
地(6
)で
あ
る
と
動
産
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
）
可
能
で

あ
る
こ
と
が
条
文
上
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
手
続
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
所
有
権
の
章
の
第
二

節
⽛
不
動
産
所
有
権
の
取
得
お
よ
び
喪
失
⽜
の
な
か
で
、
以
下
の
と
お
り
規
定
す
る(7
)。

九
二
八
条

所
有
権
放
棄
、
国
庫
の
先
占

1

土
地
の
所
有
権
は
、
所
有
者
が
放
棄
の
意
思
を
土
地
登
記
所
に
対
し
て
表
示
し
、
こ
れ
が
土
地
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

放
棄
さ
れ
た
土
地
を
先
占
す
る
権
利
は
、
そ
の
土
地
の
存
在
す
る
ラ
ン
ト
の
国
庫
に
帰
属
す
る
。
国
庫
は
、
所
有
者
と
し
て
土

地
登
記
簿
に
登
記
す
る
こ
と
で
、
所
有
権
を
取
得
す
る
。

こ
う
し
た
法
制
の
も
と
で
の
ド
イ
ツ
の
法
状
況
に
つ
い
て
も
、
訳
者
は
す
で
に
概
観
し
た
こ
と
が
あ
り(8
)、
彼
地
で
は
実
際
に
も
土
地
所

有
権
の
放
棄
が
広
範
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
今
回
邦
訳
す
る
こ
の
論
説
は
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
土
地
所
有
権

放
棄
が
広
範
に
認
め
ら
れ
て
い
る
現
状
、
ま
た
、
所
有
権
放
棄
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
所
有
者
の
な
い
状
態
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る

こ
と
が
あ
る
現
状
を
問
題
視
し
て
、
土
地
所
有
権
放
棄
権
（
と
で
も
い
う
べ
き
所
有
者
の
権
限
）
を
制
限
す
べ
き
こ
と
等
々
を
、
解
釈
論
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と
し
て
、
ま
た
（
解
釈
論
に
よ
っ
て
は
難
し
い
部
分
で
は
）
立
法
論
と
し
て
主
張
す
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
の
法
制
そ
の
も
の
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
主
張
は
、
訳
者
の
み
る
か
ぎ
り
、
彼
地
に
お
い
て

稀
有
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
不
動
産
所
有
権
放
棄
に
対
す
る
規
整
の
今
後
の
あ
り
様
を
考
え
る
に
際
し
、
一
つ
の
参
考
に
な
る
か

と
考
え
、
こ
こ
に
邦
訳
す
る
次
第
で
あ
る
。

著
者
を
紹
介
し
よ
う
。
ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
（
D
anielSliw
iok-Born）
氏
は
、
一
九
七
八
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
生
ま
れ

で
、
現
在
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
大
学
で
ペ
ー
タ
ー

サ
ル
イ
ェ
（
PeterSalje）
教
授
の
も
と
民
法
・
経
済
法
講
座
の
研
究
協
力
員
（
w
issen-

schaftlicherM
itarbeiter）
を
務
め
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
⽛
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
に
よ
る
賦
課
金
で
は
な
く
、
競
争
を
？
―

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
販
売
共
同
体
を
促
進
す
る
こ
と
で
電
力
需
要
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
一
提
案(9
)⽜
で
博
士
号
を
取
得

し
、
大
学
で
の
研
究
教
育
業
務
の
か
た
わ
ら
、
経
済
法
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
を
主
専
門
分
野
と
す
る
弁
護
士
と
し
て
も
活
躍
中
で
あ
る
。
ス

リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
氏
は
、
本
邦
訳
の
公
刊
を
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
訳
出
に
際
し
、
ド
イ
ツ
語
能
力
、
ま
た
、
ド
イ
ツ

法
に
つ
い
て
の
知
識
の
不
十
分
さ
か
ら
多
岐
に
わ
た
り
問
い
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
た
訳
者
に
対
し
、
そ
の
都
度
、
丁
寧
な
返
信
を
寄
せ
て

く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
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地
所
有
権
放
棄
を
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に
し
て
―
⽜

土
地
所
有
権
放
棄
に
つ
い
て
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
の
規
整
は
、
一
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
形
を
ほ
と
ん
ど
変
え
る
こ
と
な
く
効
力
を

有
し
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
実
務
上
の
意
義
は
こ
れ
ま
で
乏
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
的
に
展
望
を
持
て
な
く
な
っ
た
土
地
の
所
有

者
が
、
こ
れ
以
上
経
済
的
な
負
担
を
負
い
た
く
な
い
と
、
所
有
権
放
棄
を
選
択
す
る
例
が
増
え
て
い
る
、
と
の
報
告
が
、
近
時
、
ド
イ
ツ
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連
邦
共
和
国
の
構
造
的
に
弱
い
地
域
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
関
係
す
る
地
方
自
治
団
体
、
ま

た
隣
人
や
第
三
者
が
、
重
大
な
問
題
に
直
面
す
る
。
地
方
自
治
団
体
は
、
租
税
や
公
課
の
収
入
の
減
少
（
場
合
に
よ
っ
て
は
激
減
）
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
無
主
と
な
っ
た
土
地
の
安
全
確
保
措
置
を
自
己
の
費
用
で
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

隣
人
や
第
三
者
は
、
旧
所
有
者
に
対
し
て
の
責
任
追
及
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
も
は
や
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
こ
う

し
た
問
題
状
況
に
対
し
、
判
例
や
学
説
は
こ
れ
ま
で
、
説
得
的
な
解
決
を
展
開
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
は
、
Ｂ
Ｇ

Ｂ
九
二
八
条
の
規
整
の
改
定
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
Ⅰ
）
通
説
に
よ
る
所
有
権
放
棄
行
為
と
そ
の
結
果

土
地
所
有
者
は
、
無
方
式
で
の
放
棄
表
示
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
登
記
申
請
を
土
地
登
記
所
に
対
し
て
す
る
こ
と
と
で
、
土
地
所
有
権

放
棄
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
登
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
所
有
者
は
土
地
所
有
権
を
失
う
。
土
地
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
三
条
、
九
四
条
の

意
味
で
の
土
地
の
本
質
的
お
よ
び
非
本
質
的
構
成
部
分
の
す
べ
て
（
土
地
の
従
物
を
除
く
）
は
、
無
主
と
な
る
。
所
有
者
は
さ
ら
に
、
土

地
に
つ
い
て
存
在
す
る
物
的
な
権
利
（
と
く
に
、
所
有
権
に
基
づ
く
占
有
権
）
を
失
う
。
ま
た
、
所
有
者
は
、
所
有
物
か
ら
生
じ
る
物
的

な
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
土
地
に
つ
い
て
の
第
三
者
の
権
利
（
と
く
に
た
と
え
ば
地
役
権
や
不
動
産
担
保
権
、
仮
登
記
な

ど
の
制
限
物
権
）
は
、
原
則
と
し
て
存
続
す
る
。
ま
た
、
旧
所
有
者
の
人
的
な
義
務
（
た
と
え
ば
所
有
権
譲
渡
請
求
権
、
制
限
物
権
の
設

定
請
求
権
、
抵
当
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
債
権
か
ら
生
じ
る
義
務
）
も
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
所
有
権
放
棄
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
。

ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
に
対
す
る
支
払
義
務
や
費
用
負
担
義
務
が
、
所
有
者
と
し
て
の
地
位
に
結
び
付
い
て
存
す
る
場
合
は
、
所
有

者
は
、
所
有
権
放
棄
の
時
点
以
降
、
こ
れ
ら
の
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
所
有
者
が
土
地
由
来
の
危
険
に
つ
い
て
ラ
ン
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ト
の
一
般
的
な
警
察
・
秩
序
法
に
基
づ
き
行
為
妨
害
者
な
い
し
状
態
妨
害
者(10
)と
し
て
負
う
責
任
や
、
自
然
保
護
法
、
土
壌
法
、
記
念
物
保

護
法
の
特
別
法
上
の
規
整
に
よ
る
所
有
者
の
責
任
も
同
様
に
、
所
有
権
放
棄
と
と
も
に
原
則
と
し
て
終
了
す
る
。
行
為
妨
害
者
責
任
な
い

し
状
態
妨
害
者
責
任
が
す
で
に
成
立
し
て
い
る
場
合
、
お
よ
び
、
特
別
法
上
の
規
整
が
旧
所
有
者
の
明
示
的
な
事
後
責
任
を
規
定
し
て
い

る
場
合
の
み
、
事
後
責
任
が
考
慮
さ
れ
得
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
持
続
的
状
態
責
任
は
、
無
制
限
に
は
妥
当
し
な
い
。
第
一
に
、

旧
所
有
者
の
妨
害
者
責
任
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
の
責
任
が
所
有
権
放
棄
前
に
す
で
に
成
立
し
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。

第
二
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
侵
害
規
範
（
Eingriffsnorm
）
を
適
用
す
る
と
き
は
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
の
所

有
権
保
障
と
過
度
の
禁
止
（
Ü
berm
aßverbot(11
)）
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
特
別
な
過
酷
事
例
で
は
、
当
該
土
地

の
取
引
価
値
が
、
旧
所
有
者
に
対
し
て
請
求
を
行
う
上
限
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
旧
所
有
者
の
事
後
責
任
を
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
警
察
お
よ
び
秩
序
官
庁
は
旧
所
有
者
に
、（
と
く
に
危
険
予
防
の
）
措
置
を
義
務
づ
け
た
り
、
代
執
行
に
よ
り
措
置
を
行
い
こ
れ
に
か

か
っ
た
費
用
を
旧
所
有
者
に
請
求
す
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
。
警
察
お
よ
び
秩
序
官
庁
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
危
険
予
防
義
務
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
接
執
行
に
よ
っ
て
の
み
、
自
己
の
費
用
で
し
か
る
べ
き
安

全
確
保
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

隣
人
や
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
占
有
放
棄
も
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
所
有
権
放
棄
に
よ
り
、
旧
所
有
者
の
安
全

確
保
な
い
し
維
持
義
務
は
終
了
す
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
三
条
一
項
、
八
三
六
条
、
八
三
八
条
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
は
必
ず
し
も

終
了
し
な
い
。
旧
所
有
者
に
安
全
確
保
な
い
し
維
持
の
責
任
が
あ
っ
た
期
間
の
義
務
違
反
が
損
害
原
因
で
あ
る
と
き
は
、
不
法
行
為
責
任

は
存
続
す
る
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
三
六
条
二
項
に
よ
り
、
旧
所
有
者
の
責
任
は
、
占
有
放
棄
後
一
年
以
内
に
生
じ
た
損
害
に
限
定
さ

れ
る
。
以
上
に
対
し
て
、
旧
所
有
者
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
〇
六
条
以
下
に
よ
る
相
隣
法
上
の
共
働
義
務
や
忍
容
義
務
、
責
任
は
、
所
有
権
放
棄
に

よ
り
終
了
す
る
。
し
か
し
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
〇
〇
四
条
な
い
し
こ
れ
を
援
用
す
る
規
定
に
基
づ
く
行
為
妨
害
・
状
態
妨
害
に

札
幌
学
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法
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よ
る
民
法
上
の
責
任
は
、
所
有
権
放
棄
後
も
存
続
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
法
上
の
妨
害
者
責
任
に
お
け
る
と
同
様
、

所
有
権
や
占
有
の
侵
害
が
所
有
権
放
棄
よ
り
前
に
す
で
に
生
じ
て
い
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
隣
人
や
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
土

地
に
関
し
て
存
在
す
る
物
的
権
利
の
権
利
者
と
し
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
五
八
条
一
項
、
七
八
七
条
一
項
に
よ
り
訴
訟
裁
判
所
な
い
し
執
行
裁
判
所

に
対
し
代
理
人
の
選
任
を
申
請
し
、
物
的
権
利
を
訴
え
の
方
法
に
よ
っ
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る(12
)。
こ
れ
と
並
ん
で
、
物
的
請
求
を
暫

定
的
に
規
整
す
る
た
め
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
九
三
八
条
、
八
四
八
条
に
よ
り
保
管
人
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
民
法
上

の
責
任
に
つ
い
て
は
、
代
理
人
な
い
し
保
管
人
を
選
任
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
や
、
隣
人
、
ま
た
そ
の
他
の
第
三
者
が
土
地
を
先
占
す
る
可
能
性
は
、
直
接
的
に
は
存
し
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九

二
八
条
二
項
一
文
に
よ
り
、
ラ
ン
ト
の
国
庫
だ
け
が
先
占
権
を
有
し
、
ラ
ン
ト
の
国
庫
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
二
文
に
よ
り
、
土
地
登

記
簿
に
所
有
者
と
登
記
さ
れ
る
こ
と
で
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
占
権
限
を
有
す
る
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
に
よ

り
、
ま
ず
、
土
地
の
存
す
る
ラ
ン
ト
の
国
庫
だ
け
で
あ
る
。
国
庫
は
、
土
地
に
対
す
る
所
有
権
を
、
土
地
登
記
所
に
対
す
る
申
請
と
先
占

表
示
、
そ
し
て
登
記
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
国
庫
の
先
占
権
に
は
時
的
制
限
は
な

く
、
ま
た
、
国
庫
は
先
占
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
庫
が
先
占
権
を
放
棄
し
た
後
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

先
占
権
は
誰
に
で
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
所
有
権
取
得
に
は
、
土
地
登
記
所
に
対
す
る
相
応
の
表
示
と
登
記
だ
け
が
必
要
で
あ
り
、
占
有

取
得
や
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
七
条
に
よ
る
手
続(13
)は
要
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
関
係
者
が
国
庫
に
対
し
先
占
権
の
譲
渡
や
放
棄

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。
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(Ⅱ
）
批
判
と
、
解
決
に
向
け
て
の
現
行
法
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
私
見
）

所
有
権
放
棄
権
に
実
体
法
上
ほ
と
ん
ど
制
限
が
な
い
（
通
説
）
こ
と
は
、
国
庫
の
先
占
権
に
期
限
が
な
い
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
関
係

す
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）、
隣
人
、
第
三
者
に
と
っ
て
満
足
で
き
な
い
結
果
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
土
地
に
か
か
わ
る
負
担
が
こ
の
よ

う
に
公
共
に
一
方
的
に
転
嫁
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
抗
す
る
た
め
、
解
決
に
向
け
て
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
三
つ
、
以
下
に
詳
述
し

よ
う
。

⑴

所
有
権
放
棄
権
の
制
限

ま
ず
最
初
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
を
規
定
目
的
に
照
ら
し
て
縮
小
解
釈
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
可
能
性
は
、
従
来
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
立
法
者
の
も
と
も
と
の
意
図
は
、⽛
戦
争
や
自
然
現
象
で
土
地
が
荒
廃
し
価

値
を
下
げ
て
、
誰
も
取
得
の
意
向
を
示
さ
な
い
⽜
と
い
う
事
案
状
況
か
ら
所
有
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

考
慮
に
入
れ
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
は
、
同
条
の
目
的
と
し
て
は
、
土
地
の
価
値
低
下
が
経
済
的
に
み
て
、
そ
の
作
用
が
重
大
で
あ
る
だ
け
で
な

く
根
元
的
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
戦
争
や
騒
乱
、
自
然
災
害
な
ど
、
外
因
的
で
突
発
的
で
か
く
し
て
所
有
者
に
は
予
見
不
可
能
な
い
し
予
見

困
難
な
影
響
に
帰
因
す
る
事
例
だ
け
を
規
整
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
、
と
み
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

a)

解
釈
上
の
考
察

規
定
目
的
か
ら
は
、
右
の
考
察
以
上
に
い
え
る
こ
と
は
な
い
。
言
葉
上
、
適
用
が
⽛
戦
争
ま
た
は
自
然
現
象
⽜

に
と
ど
ま
る
の
は
、
考
え
も
な
し
に
選
ば
れ
た
一
事
例
な
の
か
、
予
期
な
し
に
生
じ
る
特
別
な
苛
酷
事
例
に
制
限
し
よ
う
と
い
う
立
法
者
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意
思
の
現
れ
な
の
か
、わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。⽛
苛
酷
⽜と
い
う
概
念
は
、Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
に
つ
い
て
の
立
法
資
料
の
な
か
で
、

土
地
の
収
益
に
よ
っ
て
負
担
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
記
述
さ
れ
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
所
有
者
に
と
っ

て
経
済
的
に
不
利
な
状
況
の
発
生
を
い
っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
自
然
現
象
と
結
び
付
い
た
そ
の
よ
う
な
状
況
を
い
う
の
か

は
、
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、
規
定
目
的
を
み
る
立
場
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
は
、
所
有
権
放
棄
は
無
条
件
に
可
能
な
の
で
は
な

く
、
土
地
が
―
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
―
負
担
を
カ
バ
ー
す
る
収
益
を
も
た
ら
さ
な
い
（
ま
た
は
も
た
ら
し
得
な
い
）

場
合
に
だ
け
可
能
で
あ
る
、
と
み
る
拠
り
所
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、法
制
史
的
に
み
る
と
き
は
、ま
た
違
っ
た
方
向
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
規
整
は
、す
で
に
第
一
草
案
に
八
七
二
条
と
し
て
あ
っ

て
、
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
の
か
た
ち
と
な
っ
て
以
降
は
、
趣
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
修
正
し
か
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
所
有
権
放
棄

権
は
、
そ
の
起
源
が
す
で
に
ロ
ー
マ
法
に
、
そ
し
て
、
早
期
の
ド
イ
ツ
諸
法
に
も
、
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
は
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
法
や
（
今
日
ま

で
の
）
ド
イ
ツ
諸
法
と
異
な
り
、
動
産
と
不
動
産
と
で
所
有
権
放
棄
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
、

実
体
法
上
無
制
限
の
土
地
所
有
権
放
棄
が
承
認
さ
れ
、
許
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
中
世
に
お
い
て
、
ま
た
、
少
な
く
と
も
近
世
に
お
い
て

は
、
所
有
権
放
棄
は
、
実
体
法
上
無
制
限
に
可
能
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。
―
と
く
に
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
の
―
法
史
的
分
析
で

は
、
第
一
次
的
に
は
戦
争
や
戦
争
に
よ
る
経
済
的
影
響
が
、
土
地
所
有
権
を
放
棄
す
る
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
国
庫
に
先
占
権
を
認
め
る

こ
と
（
無
主
性
の
継
続
、
旧
所
有
者
に
よ
る
再
先
占
の
可
能
性
）
と
し
た
理
由
と
し
て
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
種
の
現
象
が
、
限

定
さ
れ
た
事
由
と
し
て
で
は
な
く
、（
第
一
位
の
）
適
用
事
例
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二

八
条
の
（
も
と
も
と
の
）
立
法
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
⽛
自
然
現
象
⽜
は
、
単
に
可
能
的
な
適
用
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
規
定
の

適
用
領
域
を
実
体
的
に
制
限
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
の
、
少
な
く
と
も
方
向
性
が
み
ら
れ
よ
う
。

規
定
の
文
言
を
狭
く
み
る
こ
と
に
つ
い
て
、
体
系
的
視
点
か
ら
は
問
題
な
い
。
本
規
定
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
七
五
条
一
項(14
)の
特
別
法
と
し
て
制

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜（
田
處

博
之

訳
）

八

(八
)



定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
権
利
を
廃
止
す
る
形
式
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
〇
三
条
一
文
に
規

定
さ
れ
た
所
有
者
の
（
原
則
的
な
）
処
分
自
由
―
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
は
そ
の
派
生
と
、
一
部
で
理
解
さ
れ
て
い
る
―
も
、
規
定

の
文
言
を
狭
く
み
る
こ
と
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
民
法
上
の
所
有
権
も
憲
法
上
の
所
有
権
も
、
無
制
約
に
妥
当
す
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、（
縮
小
解
釈
の
も
と
で
の
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
〇
三
条
一
文
の
処
分
自
由
原
則
の
制
限
を
も

み
て
と
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
―
通
説
に
よ
り
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
―
実
体
法
上
無
制
限
な
所
有
権
放
棄
権
限
を
認
め
て
し
ま

う
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
規
定
に
は
、
所
有
者
の
所
有
権
放
棄
権
に
つ
き
、
注
意
規
定
と
し
て
の
効
力
と
法
技
術
的
な
細
目
を
定
め

る
意
味
し
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
も
、
そ
う
し
た
制
限
を
物
語
る
。
そ
の
よ
う
に
純
粋
に
法
技
術
的
な
こ
と
を
規

定
す
る
こ
と
は
、
立
法
資
料
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
立
法
者
の
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
委
員
会
自
身
、
所
有
権
放
棄
権
を
、

原
則
的
に
制
約
の
な
い
所
有
権
の
強
行
的
で
制
限
不
可
能
な
構
成
要
素
と
み
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
草
案
八
七

二
条
を
置
き
換
え
な
し
に
削
除
す
る
か
ど
う
か
の
議
論
に
お
い
て
、⽛
少
な
く
と
も
、
土
地
所
有
者
に
所
有
権
放
棄
を
可
能
に
す
る
の
が
衡

平
な
事
例
は
、
考
え
ら
れ
る
⽜
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
本
規
定
を
、
規
定
目
的
に
照
ら
し
て
だ
け
、
ま
た
、
体
系
的
に
だ
け
考
察
す
る
と
き
は
、
制
限
解
釈
は
禁
ぜ
ら
れ
な
い
し
、

む
し
ろ
制
限
解
釈
す
べ
き
拠
り
所
さ
え
得
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
所
有
権
放
棄
権
の
起
源
や
、
所
有
権
放
棄
権
が
、
す
で
に
ロ
ー
マ
法
で

ま
た
早
期
の
ド
イ
ツ
諸
法
で
は
、
実
体
法
上
、
無
制
約
で
あ
る
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
歴
史
的
立
法
者
が
こ
う

し
た
法
的
伝
統
か
ら
離
れ
て
、
内
心
、
所
有
権
放
棄
権
の
制
限
を
考
え
て
い
た
と
推
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み

る
と
き
は
、
む
し
ろ
、
立
法
理
由
に
挙
げ
ら
れ
た
事
例
は
、
本
規
定
の
適
用
領
域
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
事
例
に
過
ぎ
な
い
と

み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

b)

規
定
目
的
か
ら
離
れ
て
、
本
規
定
を
調
整
す
る
こ
と

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
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⽛
従
来
、
一
義
的
で
完
全
で
あ
っ
た
規
整
も
、
現
実
や
法
の
変
遷
に
よ
り
、
不
備
が
あ
る
も
の
と
な
り
、
補
充
を
要
し
同
時
に
補
充
適
性

を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
規
整
は
、
社
会
状
況
や
社
会
政
策
上
の
見
解
の
周
縁
部
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
変
容
に
と
も
な
い
規

範
内
容
も
変
化
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
変
容
に
よ
っ
て
規
整
に
不
備
が
生
じ
る
の
に
応
じ
て
、
裁
判
所
は
、
事

情
の
変
化
の
も
と
で
、
な
に
が
基
本
法
二
〇
条
三
項(15
)の
意
味
で
の
⽛
法
⽜
で
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
権
限
を
有
し
、
ま
た
、
義
務
を
負
っ

て
い
る
。⽜

土
地
の
価
値
が
経
済
的
に
重
要
で
な
く
な
り
、
土
地
か
ら
の
逃
散
に
い
た
る
こ
と
は
、
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
近
年
の
現
象
と
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
が
本
規
定
の
適
用
領
域
に
お
け
る
⽛
不
備
⽜
な
の
か
ど
う
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
歴
史
的
立
法
者
が
―
そ
れ
以
前
の
諸
法
も
同
様
な
の
だ
が
―
非
常
に
重
篤
な
事
態
で
あ
る
（
戦
争
、
持
続
的
な
荒
廃
）

こ
と
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
本
規
定
に
よ
っ
て
生
じ
る
法
的
効
果
（
実
体
法
上
無
制
限
な
所
有
権
放
棄
可
能
性
）
や
、
そ
の
こ
と
に
よ

る
作
用
（
地
域
に
お
い
て
所
有
権
放
棄
が
幾
度
も
発
生
し
、
公
共
に
と
っ
て
は
収
入
減
や
付
加
的
負
担
が
生
じ
る
）
を
認
容
し
、
そ
の
か

ぎ
り
で
、
個
人
の
利
益
を
公
益
よ
り
も
上
位
に
置
い
た
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
の
利
益
状
況
と
の
唯

一
重
要
な
相
違
は
、
現
在
の
現
象
は
緩
慢
な
展
開
で
あ
っ
て
、
土
地
所
有
者
に
は
対
応
の
十
分
な
時
間
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
、
新
た
に
生
じ
た
、
調
整
の
必
要
な
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
の
一
適
用
領
域
を
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、（
推
測
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
）
実
際
の
経
済
的
な
価
値
低
下
の
、
幾
年
な
い
し
幾
十
年
以
上
に
わ
た

る
進
行
を
無
視
し
た
土
地
所
有
者
に
は
、
あ
る
種
の
自
己
過
失
を
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の
土
地
の
す
で
に
長

期
に
わ
た
る
価
値
低
下
を
甘
受
し
対
応
を
取
ら
な
い
と
か
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
更
な
る
価
値
低
下
の
リ
ス
ク
を
伴
う

土
地
の
取
得
を
決
断
し
た
者
に
は
、
土
地
関
連
の
負
担
を
公
共
に
転
嫁
で
き
る
と
い
う
利
益
の
享
受
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

理
由
づ
け
は
、
根
拠
的
に
、
行
政
法
上
の
状
態
妨
害
者
責
任
を
維
持
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
と
も
符
合
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
種

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜（
田
處

博
之

訳
）

一
〇

(一
〇
)



の
事
例
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
の
適
用
領
域
を
制
限
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
許
さ
れ
る
所
有
権
放
棄
と
許
さ
れ

な
い
所
有
権
放
棄
と
の
間
に
境
界
線
を
引
く
こ
と
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う
し
、
少
な
く
と
も
、
す
で
に
幾
年
以
上
も
不
経
済
な
状
態
が
続

い
て
い
る
こ
と
を
認
定
で
き
る
と
い
う
の
で
な
い
と
、
こ
う
し
た
制
限
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

⑵

状
態
妨
害
者
責
任
の
拡
張

解
決
に
向
け
て
の
も
う
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
の
は
、
旧
所
有
者
の
民
法
上
・
行
政
法
上
の
状
態
責
任
を

拡
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
、
衡
平
を
考
慮
し
て
と
か
、
行
為
妨
害
の
定
義
を
拡
張
し
て
と
か
、
作
用
可
能
性
を
仮
定
し
た
り
し
て
、

旧
所
有
者
の
状
態
妨
害
者
責
任
を
維
持
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
（
本
稿
は
こ
れ
に
与
し
な
い
。）。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立

ち
入
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

a)

所
有
権
放
棄
の
良
俗
違
反
性
・
法
律
違
反
と
脱
法
行
為

行
政
法
の
一
部
の
文
献
で
は
、
責
任
を
無
に
帰
せ
し
め
る
か
ら
と
い
う

観
点
の
も
と
、
所
有
権
放
棄
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
四
条(16
)に
よ
り
直
接
認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
。
状
態
妨
害
者
の
責

任
が
あ
る
間
に
さ
れ
た
所
有
権
放
棄
は
、
一
三
八
条(17
)の
意
味
で
直
接
、
良
俗
違
反
で
あ
っ
て
、
無
効
と
み
る
べ
き
こ
と
も
議
論
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
方
向
の
理
由
づ
け
は
、
民
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
は
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
脱
法
行
為
の
観
点
か
ら
、
旧
所

有
者
の
民
法
上
の
状
態
妨
害
者
責
任
や
、
所
有
権
放
棄
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
導
こ
う
と
す
る
民
法
レ
ベ
ル
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
こ
う

し
た
方
向
に
一
定
程
度
、
近
似
す
る
が
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
よ
り
丁
寧
な
分
析

が
必
要
で
あ
る
。

b)

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
四
条
の
適
用
可
能
性

同
条
は
、
所
有
者
が
土
地
登
記
所
に
対
し
て
す
る
放
棄
の
意
思
表
示
の
よ
う
な
単
独
行
為
に

も
、
原
則
的
に
適
用
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
に
よ
る
所
有
権
放
棄
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
四
条
の
意
味
で
の
法
律
上
の
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禁
止
が
適
用
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
法
律
上
の
禁
止
が
適
用
で
き
る
の
か
は
問
題
で
あ
る
。

脱
法
行
為
の
観
点
の
も
と
で
ま
ず
第
一
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
該
法
律
行
為
が
禁
止
規
範
に
よ
っ
て
―
場
合
に

よ
っ
て
は
拡
張
解
釈
や
類
推
を
通
じ
て
で
も
―
把
握
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
そ
の
あ
と
、
当
該
禁
止
規
範
が
明

示
的
な
脱
法
禁
止
を
も
含
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
検
討
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
あ
る
い
は
両
方
が

否
定
さ
れ
る
と
き
は
、
今
日
の
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
独
自
の
法
制
度
と
し
て
の
一
般
的
な
脱
法
禁
止
が
代
替
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
く
る
こ

と
も
な
い
。
警
察
・
秩
序
法
上
の
侵
害
規
範
（
Eingriffsnorm
en）
は
―
民
法
の
責
任
規
整
も
そ
う
だ
が
―
、
放
置
さ
れ
た
土
地
や
、

場
合
に
よ
っ
て
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
建
物
、
ま
た
、
土
地
へ
の
負
荷
に
由
来
し
て
危
険
が
生
じ
る
こ
と
を
原
則
的
に
非
と
す
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
規
範
は
、
明
示
的
に
も
黙
示
的
に
も
、
所
有
権
の
変
更
を
禁
じ
て
い
な
い
し
、
こ
う
し
た
規
範
の
意
義
や
目
的
は
、
所
有
権
の

変
更
を
妨
げ
る
趣
旨
の
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
、
明
示
的
な
脱
法
禁
止
も
、
規
定
目
的
か
ら
導
か
れ
る
脱
法
禁
止
も
、
そ
の
拠
り
所
は
存

し
な
い
。
以
上
の
こ
と
は
、所
有
権
放
棄
に
も
妥
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
四
条
は
、責
任
を
す
で
に
と
も
な
っ

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
の
所
有
権
放
棄
に
も
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

考
察
を
続
け
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
四
条
の
適
用
可
能
性
を
肯
定
す
る
に
は
い
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
四
条
が
直
接
、
あ

る
い
は
脱
法
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
の
事
例
に
適
用
可
能
と
し
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
だ
責
任
を
生
ぜ
し

め
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
放
棄
は
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
原
則
的
に
は
つ
ね
に
危
険
発
生
が
見
込
ま

れ
る
以
上
、
危
険
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
所
有
権
放
棄
を
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
の
適

用
領
域
の
空
洞
化
を
招
く
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
理
解
困
難
で
し
か
な
い
評
価
矛
盾
を
招
く

で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
所
有
権
放
棄
の
時
点
で
所
有
物
に
責
任
が
と
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
直
後
に
責
任
に
か
か

わ
る
事
情
が
発
生
し
て
も
、
旧
所
有
者
に
対
し
警
察
・
秩
序
法
上
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、
所
有
権
放
棄
の

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜（
田
處

博
之

訳
）
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時
点
で
責
任
を
基
礎
づ
け
る
事
実
（
例
、
土
地
前
の
歩
道
上
の
結
氷
）
が
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
の
ち
に
こ
れ
が
（
場
合
に
よ
っ
て
は

ひ
と
り
で
に
）
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
所
有
者
は
、
所
有
権
放
棄
を
禁
ぜ
ら
れ
、
行
政
法
上
ま
た
民
法
上
の
責
任
構
成
要
件
事

実
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

c)

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
の
適
用
可
能
性

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
一
項
に
い
う
良
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
、
と
く
に
同
条
二
項
に
挙
げ
ら
れ

る
事
例
に
該
当
す
る
法
律
行
為
は
、
無
効
で
あ
る
。
責
任
回
避
の
所
有
権
放
棄
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
、
二
つ
の
適
用
領
域
が
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
、
脱
法
を
理
由
と
す
る
良
俗
違
反
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
公
共
の
福
祉
へ
の
負
荷
を
理
由
と
す
る
良
俗
違
反
で
あ
る
。

前
者
の
良
俗
違
反
（
こ
れ
は
と
く
に
判
例
に
よ
っ
て
い
わ
れ
る
が
、
一
部
の
学
説
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。）
は
、
法
律
が
共
同
体
の
生
活
上

重
要
な
事
項
を
個
人
に
よ
る
利
己
的
な
攻
撃
か
ら
守
る
も
の
と
さ
れ
る
場
合
や
、
保
護
を
内
容
と
す
る
社
会
規
範
が
か
い
く
ぐ
ら
れ
る
場

合
に
、
脱
法
行
為
の
良
俗
違
反
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
所
有
権
放
棄
の
良
俗
違
反
性
を
認
め
る
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
土
地
か
ら
生
じ
う
べ
き
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
危
険
が
こ
の
種
の
基
準
値
に

達
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
部
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
責
任
が
公
共
に
転
嫁
さ
れ
る
場
合

に
も
、
所
有
権
放
棄
の
良
俗
違
反
性
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
公
共
に
損
害
を
及
ぼ
す
法
律
行
為
は
、
そ
れ
だ
け
で
良
俗
違
反

と
性
格
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
う
し
た
認
定
に
は
、
公
共
へ
の
負
荷
に
加
え
て
、
更
な
る
事
情
が
付
け
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
原
則
が
あ
る
。
法
律
行
為
の
唯
一
の
目
的
が
公
共
に
コ
ス
ト
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
良
俗
違
反
的
な
加

害
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
の
は
、
そ
の
行
為
が
具
体
的
な
命
令
や
禁
止
、
ま
た
責
任
制
度
に
お
け
る
評
価

に
反
す
る
場
合
な
ど
、
非
常
に
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
例
外
的
な
事
例
に
限
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
良
俗
違
反
の
観
点
の
も
と
で
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
に
よ
る
所
有
権
放
棄
権
を
大
き
く
制
限
す
る
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
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⑶

国
庫
の
先
占
権
の
制
限

関
係
者
が
ま
っ
た
く
不
十
分
な
法
的
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
の
原
因
は
、
所
有
権
放
棄
権
が
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
に
よ
れ
ば
実
体

法
上
無
制
限
で
あ
る
こ
と
や
、
旧
所
有
者
が
妨
害
者
や
不
法
行
為
の
行
為
者
と
し
て
の
責
任
を
、
所
有
者
で
な
く
な
っ
て
も
負
う
の
が
限

定
的
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
さ
ら
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
の
規
定
す
る
国
庫
の
先
占
権
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
に
も
、
そ
の
原

因
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
あ
り
よ
う
に
よ
れ
ば
、
国
庫
は
、
先
占
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
で
、
時
間
的
に
無
制
限
に

無
主
の
状
態
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
土
地
は
、
あ
た
か
も
⽛
ブ
ロ
ッ
ク
⽜
さ
れ
て
、
土
地
に

由
来
す
る
コ
ス
ト
や
責
任
は
、
―
土
地
自
体
に
対
す
る
物
的
請
求
権
が
あ
れ
ば
別
だ
が
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
―
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町

村
）
や
隣
人
、
第
三
者
に
負
わ
さ
れ
る
。
一
部
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
七
条
類
推
に
よ
り
無
主
の
土
地
の
時
効
取
得
が
可
能
と

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
う
し
た
こ
と
に
対
す
る
一
つ
の
抑
制
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
効
取
得
は
、
実
際
に
適
用
で
き
る
領
域
が
狭

い
の
で
、
理
論
上
の
も
の
に
と
ど
ま
ろ
う
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
は
、
現
行
法
上
、
時
効
消
滅
や
失
権
を
理
由
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

規
定
目
的
に
照
ら
し
て
の
縮
小
解
釈
に
よ
り
、
国
庫
の
先
占
権
に
時
間
的
制
限
が
す
で
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
時
間
的
制

限
を
付
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
が
問
わ
れ
て
く
る
。

a)

時
効
消
滅
お
よ
び
失
権

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
の
先
占
権
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
七
条
の
先
占
権
と
同
様
、
そ
の
法
的
性
格
は
、
原

始
取
得
を
生
ぜ
し
め
る
、
独
自
の
性
質
を
有
す
る
物
的
権
利
で
あ
り
、
登
記
は
で
き
な
い
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
五
条(18
)の
定
め
る
要
件
の
も
と

で
譲
渡
で
き
る
（
そ
れ
に
は
登
記
を
要
し
な
い
。）。
し
か
し
、
先
占
権
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
条
以
下
に
よ
り
時
効
消
滅
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
時
効
消
滅
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
条
一
項
に
よ
り
請
求
権
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
形
成
権
や
絶
対
権
そ
れ
自
体

は
請
求
権
で
は
な
く
、
消
滅
時
効
に
は
服
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
―
こ
の
種
の
権
利
も
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
請
求
権
で
あ
れ
ば
時
効
消
滅

が
考
え
ら
れ
た
ろ
う
が
―(19
)。
ま
た
、
失
権
も
、
物
的
権
利
に
お
い
て
は
、
な
い
。
た
し
か
に
、
す
べ
て
の
権
利
が
（
か
く
し
て
形
成
権
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も
）、
原
則
と
し
て
、
失
権
の
対
象
た
り
得
る
が
、
こ
の
こ
と
が
い
え
る
の
は
、
他
人
に
対
し
て
行
使
で
き
る
権
利
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る(20
)。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
の
先
占
権
は
こ
れ
に
あ
た
ら
な
い
の
で
、
そ
の
失
権
も
考
え
ら
れ
な
い
。

b)

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
を
規
定
目
的
に
照
ら
し
て
縮
小
解
釈
す
る
こ
と

最
後
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
を
規
定
目
的
に
照
ら

し
て
縮
小
解
釈
す
る
可
能
性
を
な
お
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
項
の
文
言
は
、
立
法
者
の
意
思
よ
り
も
行
き
過
ぎ
て
い
な
い
か

ど
う
か
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
文
言
を
狭
く
解
釈
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
な
い
か
ど
う
か
、
事
実
状
態
の
変
化
や
法
の
発
展
に
よ
り
、
同

項
は
不
備
が
あ
る
も
の
と
な
り
、
補
充
を
要
し
補
充
適
性
を
有
す
る
状
態
が
生
じ
て
い
な
い
か
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

aa)

目
的

当
初
の
立
法
者
は
、
無
主
地
の
先
占
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
誰
を
先
占
権
限
者
と
す
る
か
、
法
技
術
的
に
先
占
を
ど
の
よ

う
な
か
た
ち
の
も
の
と
す
る
か
、
無
主
の
間
に
ど
う
権
利
行
使
す
る
の
か
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
検
討
か
ら
は
、

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
不
備
も
明
ら
か
と
な
る
。
第
一
草
案
の
八
七
二
条
二
項
の
立
法
資
料
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
で
統
一
さ
れ
た
私
法
を

編
纂
し
よ
う
と
い
う
作
業
に
、
ラ
ン
ト
法
上
の
、
ま
た
公
法
上
の
バ
ラ
バ
ラ
な
個
別
の
規
整
を
考
慮
に
入
れ
る
と
い
う
負
担
を
課
さ
な
い

た
め
、
ド
イ
ツ
法
上
伝
承
さ
れ
て
き
た
ラ
ン
ト
の
（
公
法
上
の
）
先
占
法
に
介
入
す
る
こ
と
を
避
け
、
代
わ
り
に
、
先
占
権
限
者
を
規
定

す
る
こ
と
を
ラ
ン
ト
の
立
法
者
に
委
ね
る
も
の
と
さ
れ
た
。
法
技
術
的
に
、（
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
三
九
条(21
)の
よ
う
に
法
律
上
当

然
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、）
先
占
権
と
い
う
か
た
ち
が
と
ら
れ
た
の
は
、
当
然
帰
属
だ
と
、

⽛
土
地
が
そ
の
価
値
を
超
え
る
負
担
を
伴
い
、
そ
う
で
な
く
と
も
取
得
が
不
利
益
を
と
も
な
う
と
き
は
、
必
然
的
に
、
取
得
者
に
と
っ
て

の
苛
酷
を
招
く
⽜

と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
先
占
権
限
者
で
あ
る
国
庫
に
財
産
的
不
利
益
が
押
し
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も

と
で
、
先
占
権
に
代
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
三
九
条
で
の
よ
う
に
、
所
有
権
が
直
接
、
国
に
法
律
上
当
然
に
移
転
す
る
と
規
定
し
よ
う
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と
い
う
提
案
も
、
明
示
的
に
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
無
主
の
状
態
の
間
に
、
土
地
に
関
す
る
第
三
者
の
権
利
を
ど
う
行
使
す
る
か
の
問
題
も
、

当
時
の
立
法
者
は
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
、
立
法
資
料
で
は
、（
今
日
の
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
五
八
条
に
よ
り
代
理
人
を
選

任
す
る
可
能
性
が
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、考
え
得
る
利
害
衝
突
状
況
が
包
括
的
に
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
委
員
会
で
は
、

民
法
上
の
物
的
で
は
な
い
他
の
請
求
権
や
、
警
察
官
庁
や
秩
序
官
庁
と
の
関
係
で
生
じ
る
危
険
防
御
義
務
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
規
整
が

ど
の
よ
う
な
帰
結
を
生
ぜ
し
め
る
か
、
明
ら
か
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
は
、
結
局
、

自
分
の
費
用
で
危
険
防
御
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
被
害
を
受
け
た
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
三

九
条
に
よ
り
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
の
公
務
員
の
責
任
を
問
う
し
か
な
か
っ
た
り
（
そ
れ
も
同
条
に
よ
る
損
害
賠
償
は
十
分
で
な
い(22
)。）、

Ｚ
Ｐ
Ｏ
五
八
条
に
よ
る
管
理
人
を
通
じ
て
物
的
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
に
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
費
用
が
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
庫
が
先
占
権
を
行
使
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
と
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
立
法
資
料
で
は
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
長
期
に
わ
た
り
無
主
で
あ
る
と
い
う
状
態
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
と
い
う
一
般
的
な

問
い
も
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
、
立
法
者
は
意
識
し
て
認
容
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
見
過
ご
し
た
の
か
は
、

わ
か
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
規
定
目
的
だ
け
か
ら
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
の
構
成
要
件
事
実
を
縮
小
解
釈
で
き
る
結
節
点
は
、
見

出
さ
れ
な
い
。

bb)

規
定
目
的
か
ら
離
れ
て
の
、
縮
小
解
釈

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
に
よ
る
規
整
は
、
国
庫
に
だ
け
認
め
ら
れ
た
先
占
権
が
時
間
的

に
制
限
も
さ
れ
ず
、
し
か
も
、
所
有
権
に
か
か
わ
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
や
隣
人
、
第
三
者
の
請
求
権
な
い
し
義
務
に
つ
い
て
ま
っ

た
く
不
十
分
に
し
か
規
整
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
す
で
に
当
初
か
ら
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
完
全
さ
は
、
ラ
ン
ト
法
上
の

規
整
―
部
分
的
に
は
非
常
に
様
々
な
も
の
で
あ
っ
た
―
が
存
在
し
て
い
て
、
こ
れ
に
は
介
入
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
と
い
う
事
情
に

基
づ
く
。
基
本
法
施
行
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
ラ
ン
ト
法
が
効
力
を
失
い
、
ま
た
、
基
本
法
施
行
後
に
後
継
の
規
整
が
用
意
さ
れ
な
か
っ
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た
こ
と
に
よ
っ
て
⽛
不
備
⽜
が
生
じ
、
こ
の
⽛
不
備
⽜
は
補
充
を
要
し
補
充
適
性
を
有
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
⽛
不
備
⽜
を
ど
う
補
う
こ

と
が
で
き
る
か
は
、
な
お
問
題
で
あ
る
。
一
部
で
主
張
さ
れ
る
、
所
有
権
放
棄
さ
れ
た
土
地
へ
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
七
条
の
類
推
適
用
は
、
満

足
の
い
く
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
一
つ
に
は
、
同
条
に
よ
り
無
主
の
状
況
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
は
、
理
論
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
種
の
リ
ス
ク
を
と
も
な
っ
た
土
地
経
営
に
関
心
を
持
つ
者
は
、
非
常
に
ま
れ
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
条
の
取
得

時
効
期
間
が
三
〇
年
と
長
い
こ
と
に
か
ん
が
み
て
も
、
既
述
の
責
任
問
題
は
ほ
と
ん
ど
解
決
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
解
は
、
先

占
権
の
存
続
期
間
そ
の
も
の
を
制
限
す
る
こ
と
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
国
庫
が
先
占
に
つ
い
て
決
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
期
限
を
幾
年
か
（
た
と
え
ば
五
年
）
に
設
定
す
る
こ
と
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
三
九
条
に
お
け
る
よ
う
に
、
法
律

上
当
然
に
国
の
も
の
と
す
る
規
整
で
あ
れ
ば
、
右
に
み
て
き
た
諸
々
の
問
題
す
べ
て
に
満
足
の
い
く
解
決
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
、
そ
う
し
た
規
整
は
、
そ
の
帰
結
が
あ
ま
り
に
も
広
範
に
及
ぶ
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
規
定
目
的
に
照
ら
し
て
の
縮
小
解
釈
が

許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅲ
）
要
約
と
展
望

所
有
権
放
棄
で
も
っ
て
、
所
有
者
は
、
土
地
所
有
権
を
失
う
。
こ
れ
ま
で
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
所
有
者
は
、
土
地
関
連
の
物
的
な
義
務

か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
に
対
し
て
費
用
を
負
担
す
べ
き
義
務
や
、
将
来
的
に
第

三
者
か
ら
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
広
範
に
解
放
さ
れ
得
る
。
も
っ
と
も
、
所
有
権
放
棄
前
の
所
有
者
の
行
為
に
よ
っ
て
す
で
に

不
法
行
為
法
上
の
責
任
や
、
民
法
上
・
行
政
法
上
の
妨
害
者
責
任
が
生
じ
て
い
た
場
合
は
、
所
有
者
は
、
通
説
に
よ
っ
て
も
、
引
き
続
き

責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
得
る
―
責
任
範
囲
が
比
例
原
則
や
過
度
の
禁
止
の
観
点
の
も
と
で
一
部
、
限
定
さ
れ
る
と
し
て
も
―
。
こ
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う
し
た
（
制
限
さ
れ
た
）
責
任
の
対
岸
で
は
、
公
共
に
負
担
が
転
嫁
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
は
、
危
険
を
予
防

す
る
措
置
を
独
自
に
、
そ
れ
も
自
分
の
費
用
で
と
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
妨
害
な
い
し
被
害
を
受
け
た
隣
人
や
第
三
者
が
妨
害
除
去
な

い
し
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
可
能
性
は
非
常
に
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
通
説
か
ら
離
れ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
の
適
用
領
域
は
、
様
々
な
観
点
の
も
と
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
一
項
の
所
有
権
放
棄
権
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
規
定
目
的
に
照
ら
し
て
縮
小
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

比
較
的
長
期
に
わ
た
り
土
地
が
経
済
的
採
算
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
甘
受
さ
れ
て
い
る
事
例
で
は
、
所
有
権
放
棄
権
は
排
除
さ
れ
る
。

ま
た
、
公
共
に
負
担
を
転
嫁
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
所
有
権
が
放
棄
さ
れ
、
そ
う
し
た
こ
と
を
行
政
法
上
・
民
法
上
の
責
任
制
度

の
一
義
的
な
評
価
が
否
定
し
て
い
る
と
き
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
八
条
一
項
に
よ
る
法
律
行
為
の
考
察
に
基
づ
き
、
所
有
権
放
棄
は
無
効
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
二
項
に
よ
る
国
庫
の
先
占
権
は
、
ラ
ン
ト
法
に
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
数
年
間
―

五
年
が
適
切
と
解
さ
れ
る
―
に
期
間
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
完
全
に
満
足
の
い
く
解
決
は
、
以
上
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
な
い
。
一
つ
に
は
、
以
上
に
よ
っ
て
も
、
無
主
で
あ
る
間
は
、
関

係
者
、
と
く
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
に
既
述
の
よ
う
な
負
担
が
残
る
。
ま
た
、
無
主
の
状
態
も
、
自
動
的
に
は
終
わ
ら
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
国
庫
の
先
占
権
に
期
間
制
限
を
設
け
て
も
、
私
人
が
先
占
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
だ
け
、
つ
ま
り
、
所
有
権
移
転
の
見
込
み
が
改

善
さ
れ
る
だ
け
で
、
無
主
の
状
態
が
必
ず
や
終
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
を
、
こ
れ
以
上
に
適
切
な
も
の

に
改
め
る
こ
と
は
、
現
行
法
上
の
方
法
で
も
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
連
邦
や
ラ
ン
ト
の
立
法
者
に
は
、
規
整
を
根
本
的
に
改

革
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
改
革
の
目
標
は
、
無
主
の
状
態
を
原
則
的
に
回
避
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
無
主
の
状
態
に
よ
っ
て
宙
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
と
な
り
、
宙
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
で
あ
る
が
た
め
に
、
経
済
的
に
合
理
的
で
長
期

的
な
土
地
管
理
が
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
時
と
し
て
公
共
に
高
コ
ス
ト
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
先
占
権
限
を

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜（
田
處

博
之

訳
）

一
八

(一
八
)



有
す
る
者
と
負
担
を
負
わ
さ
れ
る
者
と
が
、
ラ
ン
ト
国
庫
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
や
隣
人
、
第
三
者
と
い
う
よ
う
に
分
離
し
て
い
る

こ
と
で
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
圧
力
が
経
済
的
見
地
か
ら
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
土
地
に
つ
い
て
の
所
有

権
放
棄
権
を
苛
酷
事
例
の
狭
い
範
囲
に
制
限
し
、
そ
し
て
、（
た
と
え
ば
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
へ
の
）
法
定
の
所
有
権
移
転
を
規
定
す

る
解
決
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
立
法
論
と
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
を
ど
う
具
体
的
に
方
向
付
け
て
い
く
か
の
議
論
は
、
今
後

の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
注
）

（
1
)
D
aniel
Sliw
iok-Born,D
ie
Flucht
aus
dem
Privateigentum
am
Beispiel
der
Grundstücksdereliktion,N
JW
2014
H
eft
15,

1047-1052.

（
2
）
な
お
、
原
文
に
は
六
四
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
裁
判
例
や
学
説
の
指
示
に
と
ど
ま
る
の
で
、
訳
出
を
割
愛
し
た
。

（
3
）
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
意
義
に
つ
き
、
拙
著
⽛
土
地
所
有
権
の
放
棄
は
許
さ
れ
る
か
⽜
札
幌
学
院
法
学
二
九
巻
二
号
（
平
成
二
五
年
）
一
～
二
頁
。

（
4
）
な
お
、
わ
が
民
法
は
、
所
有
者
の
な
い
不
動
産
は
国
の
所
有
に
属
す
る
と
す
る
（
二
三
九
条
二
項
）
の
で
、
不
動
産
所
有
権
の
放
棄
が
可
能
で
あ

る
と
す
る
と
、
所
有
権
放
棄
さ
れ
て
無
主
と
な
っ
た
不
動
産
は
国
の
所
有
と
な
る
。

（
5
）
拙
稿
・
前
掲
（
注
（
3
））
札
幌
学
院
法
学
二
九
巻
二
号
一
～
二
八
頁
。

（
6
）
な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
土
地
の
み
が
不
動
産
と
さ
れ
、
建
物
や
樹
木
な
ど
土
地
に
付
着
す
る
も
の
は
土
地
の
本
質
的
構
成
部
分
で
あ
る
（
九
四
条

一
項
）。

（
7
）
動
産
に
つ
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
所
有
権
の
章
の
第
三
節
⽛
動
産
所
有
権
の
取
得
お
よ
び
喪
失
⽜
第
五
款
⽛
先
占
⽜
の
な
か
で
、
以
下
の
と
お
り

規
定
す
る
。

九
五
八
条

無
主
の
動
産
に
つ
い
て
の
所
有
権
取
得

1

無
主
の
動
産
を
自
主
占
有
し
た
者
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
。

2

先
占
が
法
律
上
禁
止
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
、
占
有
取
得
に
よ
っ
て
他
人
の
先
占
権
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
は
、
所
有
権
は
取
得
さ
れ
な
い
。

札
幌
学
院
法
学
（
三
三
巻
一
号
）

一
九

(一
九
)



九
五
九
条

所
有
権
の
放
棄

動
産
は
、
所
有
者
が
所
有
権
を
放
棄
す
る
意
思
で
そ
の
占
有
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
無
主
と
な
る
。

（
8
）
拙
著
⽛
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
土
地
所
有
権
放
棄
の
制
度
に
つ
い
て
⽜
札
幌
学
院
法
学
三
〇
巻
二
号
（
平
成
二
六
年
）
一
～
四
八
頁
。

（
9
）
W
ettbew
erb
statt
EEG-U
m
lage?:
ein
V
orschlag
zur
Entlastung
der
Strom
verbraucher
durch
Förderung
von

V
erkaufsgem
einschaften
für
Strom
aus
erneuerbaren
Energien.

（
10
）
（
訳
者
注
）
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
行
為
を
行
っ
た
者
で
あ
れ
ば
行
為
妨
害
者
（
V
erhaltensstörer）
と
し
て
行
為
責
任
を
負
う
が
、
行
為
妨
害
者

で
な
く
て
も
所
有
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
状
態
妨
害
者
（
Zustandsstörer）
と
し
て
危
険
除
去
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
う
し

た
責
任
を
状
態
責
任
（
Zustandshaftung）
と
い
う
。
山
田
晟
⽝
ド
イ
ツ
法
律
用
語
辞
典

改
訂
増
補
版
⽞（
平
成
五
年
、
大
学
書
林
）
七
五
八
頁
に

よ
れ
ば
、
状
態
責
任
と
は
⽛
物
の
状
態
に
も
と
づ
く
責
任
。
公
安
を
危
う
く
し
、
ま
た
は
妨
げ
る
状
態
が
人
の
行
為
や
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
生
ず

る
の
で
は
な
く
、
物
の
状
態
、
た
と
え
ば
老
朽
し
て
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
家
屋
に
よ
っ
て
生
ず
る
場
合
の
責
任
。
警
察
の
取
締
り
の
対
象
と
な
り
、

前
例
で
は
家
屋
所
有
者
は
建
物
除
去
の
責
任
を
負
う
⽜
と
説
明
さ
れ
る
。

（
11
）
（
訳
者
注
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
⽛
過
度
の
禁
止
⽜、
ま
た
⽛
比
例
原
則
（
derGrundsatzderV
erhältnism
ässigkeit）⽜
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ

た
り
、
須
藤
陽
子
⽝
比
例
原
則
の
現
代
的
意
義
と
機
能
⽞（
平
成
二
二
年
、
法
律
文
化
社
）
を
参
照
。

（
12
）
（
訳
者
注
）
Ｚ
Ｐ
Ｏ
（
民
事
訴
訟
法
（
Zivilprozessordnung））
五
八
条
一
項
は
、⽛
従
来
の
所
有
者
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
八
条
に
よ
り
放
棄
し
、
先
占

権
限
者
に
よ
っ
て
い
ま
だ
取
得
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
対
し
て
の
権
利
が
、
訴
え
に
よ
り
主
張
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
は
、
訴
訟
裁
判
所
の
裁

判
長
は
、
申
立
て
に
基
づ
き
、
新
所
有
者
が
登
記
さ
れ
る
ま
で
所
有
権
か
ら
生
ず
る
権
利
お
よ
び
義
務
を
訴
訟
に
お
い
て
保
護
す
る
義
務
を
負
う
代

理
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
規
定
す
る
。
同
法
七
八
七
条
も
、
無
主
の
土
地
に
対
す
る
強
制
執
行
に
お
け
る
代
理
人
の
選
任
を
規
定
す

る
。

（
13
）
（
訳
者
注
）
同
条
は
、
以
下
の
と
お
り
規
定
す
る
。

1

土
地
の
所
有
者
は
、
そ
の
土
地
が
三
〇
年
間
、
他
人
の
自
主
占
有
に
あ
る
と
き
は
、
公
示
催
告
手
続
に
よ
り
、
そ
の
権
利
と
と
も
に
排
除
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
占
有
期
間
は
、
動
産
の
取
得
時
効
の
た
め
の
期
間
と
同
じ
方
法
に
よ
り
計
算
す
る
。
所
有
者
が
土
地
登
記
簿
に
登
記
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
公
示
催
告
の
手
続
は
、
所
有
者
が
死
亡
ま
た
は
失
踪
し
、
か
つ
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
な
土
地
登
記
簿
へ
の
登
記
が
三
〇

年
間
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
の
み
、
許
さ
れ
る
。

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜（
田
處

博
之

訳
）

二
〇

(二
〇
)



2

除
権
決
定
を
得
た
者
は
、
土
地
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有
権
を
取
得
す
る
。

3

除
権
決
定
の
言
渡
し
前
に
、
第
三
者
が
所
有
者
と
し
て
の
登
記
、
ま
た
は
、
そ
の
所
有
権
に
基
づ
き
、
土
地
登
記
簿
の
正
し
い
こ
と
に
対
す
る

異
議
登
記
を
し
た
場
合
は
、
除
権
決
定
は
、
こ
の
第
三
者
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
な
い
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
三
〇
年
間
他
人
の
土
地
を
自
主
占
有
し
、
そ
の
間
権
利
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
者
は
、
所
有
権
を
時
効
取
得
で
き
、
こ
れ
を

登
記
簿
取
得
時
効
と
い
い
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
〇
〇
条
に
規
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
〇
年
間
の
自
主
占
有
の
み
で
は
所
有
権
を
時
効
取
得
で
き

な
い
（
登
記
が
要
る
。）。
そ
こ
で
、
三
〇
年
間
（
登
記
な
し
で
も
）
自
主
占
有
し
た
者
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
公
示
催
告
手
続
に
よ
り
除
権
決

定
を
得
て
所
有
者
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
、
そ
う
し
て
無
主
と
な
っ
た
土
地
を
先
占
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
を
規
定
す
る
の
が

Ｂ
Ｇ
Ｂ
九
二
七
条
で
あ
る
。

（
14
）
（
訳
者
注
）
同
項
は
、⽛
不
動
産
に
対
す
る
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
に
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
、
権
利
を
放
棄
す
る
と
の
権
利
者
の

表
示
、
お
よ
び
、
土
地
登
記
簿
に
お
け
る
権
利
の
抹
消
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
表
示
は
、
土
地
登
記
所
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る

者
に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
規
定
す
る
。

（
15
）
（
訳
者
注
）
同
項
は
、⽛
立
法
は
、
憲
法
的
秩
序
に
、
執
行
権
お
よ
び
裁
判
は
、
法
律
お
よ
び
法
に
拘
束
さ
れ
る
⽜
と
規
定
す
る
。

（
16
）
（
訳
者
注
）
同
条
一
項
は
、⽛
法
律
上
の
禁
止
に
反
す
る
法
律
行
為
は
、
そ
の
法
律
か
ら
別
段
の
こ
と
が
生
じ
な
い
か
ぎ
り
、
無
効
で
あ
る
⽜
と
規

定
す
る
。

（
17
）
（
訳
者
注
）
同
条
一
項
は
、⽛
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
は
、
無
効
で
あ
る
⽜
と
規
定
す
る
。

（
18
）
（
訳
者
注
）
同
条
は
、
土
地
所
有
権
譲
渡
の
合
意
は
、
両
当
事
者
が
同
時
に
公
証
人
等
に
出
頭
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
規
定

す
る
。

（
19
）
（
訳
者
注
）
わ
が
民
法
に
お
け
る
と
異
な
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
消
滅
時
効
は
、
請
求
権
の
み
を
対
象
と
し
（
一
九
四
条
一
項
）、
物
権
は
支
配
権
で
あ
っ

て
請
求
権
で
は
な
い
か
ら
消
滅
時
効
に
か
か
ら
な
い
（
物
権
か
ら
派
生
す
る
請
求
権
は
消
滅
時
効
に
か
か
る
。）。

（
20
）
（
訳
者
注
）
失
権
（
V
erw
irkung）
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
き
判
例
・
学
説
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
制
度
で
、
消
滅
時
効
を
補
完
す
る
も
の
で

あ
る
。
権
利
者
が
長
期
間
、
権
利
を
行
使
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
も
は
や
権
利
は
行
使
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
義
務
者
が
信
頼
し
、
信
頼
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
場
合
に
、
権
利
は
失
効
す
る
。

（
21
）
（
訳
者
注
）
当
時
、
同
条
は
、⽛
無
主
の
財
産
、
お
よ
び
、
相
続
人
な
く
死
亡
し
た
者
の
財
産
ま
た
は
相
続
が
放
棄
さ
れ
た
財
産
は
国
有
に
属
す
る
⽜

札
幌
学
院
法
学
（
三
三
巻
一
号
）

二
一

(二
一
)



と
規
定
し
て
い
た
。
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
無
主
の
財
産
は
、
所
在
地
の
コ
ミ
ュ
ヌ
（
市
町
村
）
に
帰
属
す
る
が
、
コ
ミ
ュ
ヌ
が
権
利
行
使
を

放
棄
す
れ
ば
、
所
有
権
は
当
然
に
国
に
移
転
す
る
と
す
る
（
七
一
三
条
、
税
源
系
コ
ミ
ュ
ヌ
間
協
力
公
施
設
法
人
へ
の
帰
属
も
あ
り
得
る
が
こ
こ
で

は
省
略
）。
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
無
主
の
不
動
産
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
小
柳
春
一
郎
⽛
不
動
産
所
有
権
論
の
現
代
的
課
題
―
物
の
体
系
に
お

け
る
実
物
不
動
産
の
位
置
⽜
吉
田
克
己
・
片
山
直
也
編
⽝
財
の
多
様
化
と
民
法
学
⽞（
平
成
二
六
年
、
商
事
法
務
）
六
六
八
～
六
八
七
頁
所
収
［
六
八

一
～
六
八
四
頁
］
を
参
照
。

（
22
）
（
訳
者
注
）
同
条
は
、
公
務
員
が
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
の
公
務
員
自
身
の
責
任
を
規
定
す
る
。
公
権
力
の
行
使
に
つ
い
て
は
基
本
法
三

四
条
に
よ
り
、
そ
の
公
務
員
を
使
用
す
る
国
ま
た
は
団
体
が
責
任
を
負
い
、
公
務
員
が
被
害
者
に
対
し
て
個
人
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
が
、
高
権

的
で
な
い
領
域
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
三
九
条
に
よ
り
公
務
員
自
身
が
責
任
を
負
う
。
公
務
員
保
護
の
た
め
、
同
条
で
は
、
職
務
上
の
義
務
違
反
が
（
故

意
で
な
く
）
過
失
に
よ
る
場
合
は
、
被
害
者
は
、
他
の
方
法
で
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
し
か
、
公
務
員
に
対
し
て
賠
償
請
求
で
き

ず
（
同
条
一
項
二
文
）、
ま
た
、
被
害
者
は
、
職
務
上
の
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
の
発
生
を
防
止
す
べ
く
法
律
上
の
手
段
を
行
使
す
る
こ
と
を
故
意
ま

た
は
過
失
に
よ
り
怠
る
と
、
賠
償
請
求
で
き
な
く
な
る
（
同
条
三
項
）
な
ど
、
救
済
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

（
平
成
二
八
年
七
月
五
日
脱
稿
)

ダ
ニ
エ
ル

ス
リ
ヴ
ィ
オ
ク
・
ボ
ー
ン
⽛
私
的
所
有
権
か
ら
の
逃
亡
―
土
地
所
有
権
放
棄
を
例
に
し
て
―
⽜（
田
處

博
之

訳
）

二
二

(二
二
)


